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　今回は南区段原の「患者様の抱えている病状を正確に
診断し、質の高い、心の通いあった医療提供」をモットー
とされる啓愛クリニックの柿音高（かき おとたか）院長に
お話しを伺いました。

○力を入れている事などを
　教えてください。
　長引く中耳炎、いびき、無呼吸、

せき、アレルギー性鼻炎（花粉

症）、めまい、難聴、耳鳴、口内炎、

口角炎でお困りの方も多いと思

います。そのような方は、当院

にご相談ください。例えば、難

聴ですが、実は高齢者の認知症

になるリスクファクターの一つ

となっています。会話が十分に

できず、脳に刺激が届かないこ

とで、益々、認知症が進展する

ことがあります。耳鳴りも、最

初は気にされず、そのままにし

ておられる方もいますが、どん

どんとひどくなるケースが見受

けられます。そういった方に対

して、正確に診断し、心の通い

合った医療を提供していくこと

に力を入れるようにしています。

　急性期病院や他の医療機関、

あるいは県外の医療機関の医師

とのネットワークも活用しなが

ら、質の高い医療を提供してい

きたいと考えています。

○毎日の診察で大切にされ
ている事や、やりがいは
何ですか ?

　患者さんのニーズをしっかり

ととらえることを第一に心がけ

ています。どういったことに困っ

ておられ、どうされたいのかを

いつも大事にしたいと思ってい

ます。いろいろな場面で、ご本

人の希望を十分に確認していく

とともに、こちらも、できるだけ、

わかりやすい言葉で診断、医療、

予後などについて説明させてい

ただきたいと考えています。

　今まで、大変なご苦労をされ

ている方が少しでも症状が改善

され、前よりずっとよくなった

と喜ばれるのを拝見すると、こ

ちらもうれしく感じます。これ

からも納得のゆく信頼される医

療を提供したいと考えています。
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【取材後記】
　柿先生は患者さんの声やニーズ
を何よりも大切にされていらっしゃ
ることが取材を通 してよくわかりま
した。当日も多くの患者さんがおら
れましたが、 皆さんから非常に頼り
にされていらっしゃることが伺われ
ました。取材中も、 とても気さくに話
をされ、クリニック全体もとても温か
みのある場所と感じました。


